
　８月30日から９月５日までの防災週間にあわせ、「地域貢献のための出雲市社会福祉法人
連絡協議会」の取組として、市内の社会福祉法人で避難所設営訓練を実施しました。
　東日本大震災後、１年間で震災関連死をされた1,632人のうち、半数が「避難所における
精神的・肉体的疲労」に起因する（出典：復興庁）ことから、「災害時だから仕方ない」と
思うのではなく、災害時こそ生活環境を整えることが大切と言えます。
　“その時”高齢者や障がいのある方、女性や子ども等配慮を必要とする方へのやさしさ・
思いやりの避難所づくりを私たち一人ひとりが考えてみませんか。

出雲市社協

斐川あしたの丘

荘原保育園

▼段ボールベッドの組立
▼避難所設営机上訓練

▲避難所体験

令和元年10月18日発行
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氏　
　

名

地　

区

氏　
　

名

地　

区

池

尻

乃
里
子

今

市

澄

田

晃

治

高

松

江

田

勝

義

今

市

岡
　

信

博

四

絡

蒲

生

礼

子

今

市

百
合
田　

健
一
郎

四

絡

川

上

順

子

今

市

周

藤

孝

好

高

浜

深

津

富
美
子

今

市

澤

田
　

榮

川

跡

吉

田

敏

夫

今

市

鶴

原

優

治

川

跡

岩

野
　

進

大

津

中

島

秀

雄

鳶

巣

陶

山

純

子

大

津

加

村

洋
次
郎

上

津

藤

原
　

明

大

津

古

家

泰

政

稗

原

山

本

知

子

大

津

吉

井

幸

則

稗

原

佐

藤
　

勉

塩

冶

青

木

茂

夫

朝

山

仲

谷
　

毅

塩

冶

伊

藤

伸

美

神

西

隂

山

洋

二

古

志

桑

原

房

俊

長

浜

石

田

正

勝

高

松

曽

田

敏

信

長

浜

伊

藤

由

美

高

松

岡
　

定

德

灘

分

岸
　

澄

礼

高

松

濵

田

良

江

国

富

　

９
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
に
功
績
の
あ
る
方
が
た
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◦
民
生
委
員
、
児
童
委
員
で
あ
っ
て
在
職
期
間
が
８
年
以
上
で
特
に
功
績
顕
著
な
方

◦
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
そ
の
他
福
祉
団
体
の
役
員
で
10
年
以
上
、

　

職
員
で
20
年
以
上
勤
務
し
、
特
に
功
績
顕
著
な
方

氏　
　

名

役　

職　

等

飯

國

克

郎

出
雲
市
遺
族
会
理
事

田

村

道

太

四
絡
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

太

田

千

恵

上
津
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

石

飛

国

美

多
伎
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
監
事

安

達

富

治

社
会
福
祉
法
人
荒
茅
福
祉
会
理
事
長

水
　

美

幸

社
会
福
祉
法
人
恵
寿
会
職
員

安

田

き
よ
み

社
会
福
祉
法
人
恵
寿
会
職
員

原
　

広

信

国

富

和

田
　

博

佐

田

上

田

克

美

西

田

柳

樂

登
志
子

多

伎

高

橋

智

子

西

田

水
　

陽

子

多

伎

荒

木

宮

子

鰐

淵

安

井

捷

征

多

伎

福

田

眞
智
子

久
多
美

松

井

幸

子

湖

陵

坂

本

多
加
子

檜

山

持

田

香

澄

湖

陵

清

水

康

子

檜

山

荒

木

重

光

大

社

小

池
　

昇

北

浜

須

佐

公

和

大

社

竹

内

良

子

伊

野

藤

原

一

夫

大

社

原

田

陽

子

伊

野

安

食

敬

子

斐

川

安

食

久

夫

佐

田

池

田

和

子

斐

川

板

垣

房

雄

佐

田

石

川

洋

子

斐

川

井

山

和

美

佐

田

勝

田

治

男

斐

川

岩

﨑

美
都
惠

佐

田

庄

司

俊

夫

斐

川

田

部

昌

德

佐

田

三
加
茂

幸

子

斐

川

吉

川

妙

子

佐

田

村

上

晴

栄

斐

川

民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

社
会
福
祉
施
設
、社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
団
体
等
役
職
員
功
労
者

代表者　加村 洋次郎様

代表者　安達 富治様

出
雲
市
総
合
社
会
福
祉
大
会
に
お
け
る
表
彰
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◦
社
会
福
祉
活
動
が
特
に
優
秀
な
団
体

◦
社
会
福
祉
活
動
に
協
力
援
助
し
、
特
に
功
績
顕
著
な
方
及
び
団
体

団　

体　

名

功

績

概

要

出
雲
お
り
が
み
の
会

　
　

代
表　

加
田　

董
子

折
り
紙
を
通
じ
た
子
ど
も
、若
者
、

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

海
辺
の
多
伎
図
書
館

読
み
聞
か
せ
サ
ポ
ー
タ
ー

　

き
ら
り
ん
こ

　
　

代
表　

杉
谷　

久
美
子

海
辺
の
多
伎
図
書
館
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

氏　
　

名

地　

区

功

績

概

要

菊

池

裕

子

伊
波
野

斐
川
町
遺
族
会
協
力
援
助
者

北

村
　

清

直

江

斐
川
町
遺
族
会
協
力
援
助
者

和

田

妙

子

佐

田

出
雲
圏
域
失
語
症
友
の
会
あ
し
た
の
会
会
員

石

橋

公

江

大

津

大
津
地
区
福
祉
委
員

井

上

和

子

大

津

大
津
地
区
福
祉
委
員

加

本

和

子

大

津

大
津
地
区
福
祉
委
員

葛

原

和

子

大

津

大
津
地
区
福
祉
委
員

板

倉

愼

一

四

絡

四
絡
地
区
福
祉
委
員

鐘

築
　

薫

四

絡

四
絡
地
区
福
祉
委
員

園

山

初

枝

高

浜

高
浜
地
区
福
祉
推
進
委
員

山

﨑
　

巴

高

浜

高
浜
地
区
福
祉
推
進
委
員

高

橋

敏

子

稗

原

稗
原
地
区
協
力
援
助
者

入

江

弘

就

神

門

神
門
地
区
町
内
社
会
福
祉
協
議
会
委
員

米

山

弘

一

神

門

神
門
地
区
協
力
援
助
者

川

上

晴

夫

多

伎

多
伎
地
区
福
祉
委
員

葊

瀨

美
和
子

多

伎

多
伎
地
区
協
力
援
助
者

船

木

淑

子

直

江

直
江
地
区
協
力
援
助
者

新

宮

昭

道

川

跡

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

為

石

育

子

今

市

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

羽
根
田　

由
利
子

四

絡

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

濱

田

麗

子

塩

冶

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
ず
も
会
員

多
々
納

典

子

荘

原

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
つ
じ
会
会
員

杤

木

悦

子

久

木

手
話
サ
ー
ク
ル
つ
つ
じ
会
会
員

川

島

涼

子

直

江

直
江
絵
手
紙
の
会
会
員

景

山

沙

帆

荘

原

斐
川
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
会
員

中

須

牧

子

荘

原

斐
川
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
会
員

森
　

恵

子

社
会
福
祉
法
人
こ
と
ぶ
き
福
祉
会
職
員

藤

原

育

子

社
会
福
祉
法
人
古
平
田
和
光
会
職
員

池

田

志

教

社
会
福
祉
法
人
親
和
会
職
員

磯

田

満

子

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

佐
々
木

麻

美

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

本

田
　

学

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
職
員

郷

原

紀

子

社
会
福
祉
法
人
ひ
ら
た
福
祉
会
職
員

足

立

須
和
子

社
会
福
祉
法
人
ふ
あ
っ
と
職
員

柘

植

由

香

社
会
福
祉
法
人
ふ
あ
っ
と
職
員

冨

岡

育

子

社
会
福
祉
法
人
ふ
あ
っ
と
職
員

安

食

佳

美

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

南

木

祥

司

社
会
福
祉
法
人
真
心
会
職
員

川

合

京

子

社
会
福
祉
法
人
や
ま
ゆ
り
職
員

齋

藤

茂

子

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事

園

山

裕

美

社
会
福
祉
法
人
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

社
会
福
祉
施
設
、地
区
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
団
体

社
会
福
祉
事
業
協
力
援
助
者
・
団
体

代表者　出雲おりがみの会
加田 董子様

代表者　杤木 悦子様
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し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
に
お
け
る
表
彰
及
び
感
謝

吉

田

律

子

今

市

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
会
員

竹

下
　

昇

多

伎

夢
つ
む
ぎ
語
り
た
い
会
員

飯

山

八
重
子

杵

築

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

大

國

泰

子

長

浜

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

奥

井

優

子

神

門

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

熊

野

妙

子

荘

原

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

昌

子

澄

子

荘

原

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支
援
員

鍬

田

玲

子

大

津

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
会
員

石

川

式

子

神

門

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

角

森
　

茂

高

松

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

山

根

律

子

古

志

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

横

山

信

子

塩

冶

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
た
す
け
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
賛
助
会
員

※
匿
名
希
望
の
方
一
名
あ
り
。

氏
名（
地
区
）

飯
塚　
　

勉
（
佐
田
）

氏
名（
地
区
）

柳
樂　
　

實
（
塩
冶
）

柳
樂
紀
美
子
（
高
浜
）
西
尾　

文
子
（
久
多
美
）

長
﨑　

隆
宣
（　
東　
）

和
泉　
　

積
（
佐
田
）
錦
織　

幸
治
（
多
伎
）　

本
田　

惠
子
（
湖
陵
）

樋
野　

淑
美
（
斐
川
）

氏　

名

石
原　

真
由
美

菖
蒲　

悠
司

高
松　
　

稔

氏　
　

名

役　
　

職　
　

等

富
岡　

俊
夫

出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会　

一
般
相
談
員

氏　
　

名

役　
　

職　
　

等

櫻
井　

よ
し
子

大
津
地
区
民
生
委
員

松
田　

行
弘　

社
会
福
祉
法
人
恵
寿
会
職
員

落
合　

真
由
美

社
会
福
祉
法
人
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

氏
名
・
団
体
名

竹
下　

佳
孝

長
廻　

佳
弘

斐
川
広
報
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

　

９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
し
ま
ね
県
民
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
社
会

福
祉
に
功
績
の
あ
る
方
が
た
が
表
彰
及
び
感
謝
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

島
根
県
知
事
感
謝
、
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
及
び
感
謝
、
島
根
県
共
同

募
金
会
会
長
表
彰
の
出
雲
市
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◦
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

◦
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者

◦
共
同
募
金
運
動
従
事
功
労
者

◦
各
種
相
談
員
功
労
者

◦
永
年
勤
続
功
労
者

◦
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
（
感
謝
）

島
根
県
知
事
感
謝

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
・
感
謝

島
根
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
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■貸付金は資金により限度額があります。
■資金によっては、原則、連帯保証人を１名立てていただきます。ただし、連帯保証人を立てない場合でも貸付を受けることができますが、貸付利子が発生します。
■貸付により世帯の生活安定や経済的自立を支援するため、相談員が家計状況等について詳しくお伺いします。
■資金の貸付にあたっては、個別の要件や世帯収入の基準などがあります。また、他制度の利用が優先される場合があります。
　審査結果によっては、貸付できない場合があります。
◎詳しくは、お住まいの地区の民生委員または下記窓口にご相談ください。

生活支援・相談センター　☎23－3790 または 各支所 問 合 せ 先

生活福祉資金 貸付制度 の ご案内
低所得世帯や障がい者世帯、高齢者世帯に
対し、自立を図ることを目的に資金を貸し
付ける制度です。

資 金 の 種 類 と 説 明

総合支援資金 失業などで日常生活全般に困難を抱えている低所得世帯に対し、生活の立て直し
のために継続的な相談支援を行い、生活費などを貸し付ける資金。

緊急小口資金 緊急的かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付ける少額の資金。

教育支援資金

低所得世帯に対し、高等学校、大学などへ就学するために必要な経費を貸し付ける資金。
　●教育支援費
　　（１）高等学校（専修学校高等課程を含む） 
　　（２）高等専門学校・短期大学（専修学校専門課程を含む）
　　（３）大学 
　●就学支度費
　　入学に必要な経費。

不動産担保型
生 活 資 金 低所得の高齢者世帯に対し、居住用不動産を担保とし生活費を貸し付ける資金。

福 祉 資 金 低所得世帯、障がい者世帯または高齢者世帯の経済的自立及び社会参加、在宅福
祉の推進のために、一時的に必要であると見込まれる費用を貸し付ける資金。

出雲市共同募金委員会（事務局　出雲市社会福祉協議会 総務課）　☎23－3781　FAX 20－7733

◆法人募金・職場での募金・募金箱の設置などでご協力いただいた
　事業所様に地域貢献の印としてステッカーをお渡しします。
◆数量限定のグッズ募金も実施しています。

共同募金は、福祉団体から助成申請を受け審査をし、助成計画（目標額）を決定
してから募金活動を行う、計画募金です。今年度の助成計画は次のとおりです。

〇子育てサロン
〇ふれあいサロン
〇音訳・点訳広報発行
〇地域での福祉活動　等

地域の皆様

今年も１０月１日から赤い羽根共同募金運動が始まりました。
この募金は、出雲市を良くするための地域の福祉活動に役立てられます。また、災害
時には、被災地を応援するためにも使われます。皆さまのご協力をお願いいたします。

問合せ先

出雲を良くする募金 赤い羽根共同募金

令和元年度共同募金助成計画（目標額） 41,174,000円

市内の福祉団体・
福祉施設

県内の広域事業
出雲市共同募金委員会
島根県共同募金会

募 金 支 援

助 成

●戸別募金  ●法人募金
●職域募金  ●学校募金
●街頭募金  ●個人募金
　　　　　　　　　　等

遙堪地区  子育てサロン

多伎地区  宝寿会サロン
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いろんな書類が届き、

どうしていいか

よくわからない… 

もの忘れが

多くなったことで、

一人での生活が不安…

通帳や印かんを
どこにしまったか
忘れてしまう…

出雲市社会福祉協議会の取組

高齢や障がいによって今までできていた手続きなどに戸惑ったり、お金
の管理に不安を感じた場合でも、住み慣れた地域で “あんしん” して
暮らし続けられるよう、本人の意志を尊重しながら支援する「日常生活
自立支援事業」と「成年後見制度（法定後見制度・任意後見制度）」を
紹介します。

日常生活の判断に不安のある方を対象に、福祉サービスの利用援助や
日常的なお金の入出金、支払い、預金通帳等のお預かりなどの支援をする
制度です。
　※契約に基づく支援のため、内容が理解できる程度の判断能力がある方が対象となります。

高齢の方や障がいのある方の“あん しん”を支えるお手伝い

日常生活自立支援 事業・成年後見制度

一人で悩まず
ご相談ください
一人で悩まず
ご相談ください

判断能力が低下してきたら…

日常生活自立支援事業

判断能力があるうちに、判断能力が不十分になった時に備えて、自分で
選んだ方（任意後見人）に財産管理や身上監護の支援内容などを決めて
おくことができる制度です。
　※身上監護とは、病院への入院、施設への入所等の契約や日常の諸手続きなどがあります。

今は大丈夫だけど、将来が不安…

判断能力が不十分な状態にある方の権利が侵害されないように、本人に
代わって後見人等が法律行為などを行うことで財産や権利を守り、保護・
支援をする制度です。
　※法律行為とは、入院・入所契約の締結や売買契約などがあります。

成年後見制度（法定後見制度）

成年後見制度（任意後見制度）

出雲市社会福祉協議会　いずも権利擁護センター
　　　　　　　　　　　高齢者あんしん支援センター

※連絡先は10ページを
　ご覧ください。

出雲成年後見センター【成瀬司法書士事務所内】（0853）22－8097（直通）
出雲市役所　高齢者福祉課　高齢者福祉係（高齢者に関すること）（0853）21－6967（直通）
　　　　　　福祉推進課　　福祉企画係（障がい者に関すること）（0853）21－6694（直通）

お尋ね先
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　ご覧ください。

出雲成年後見センター【成瀬司法書士事務所内】（0853）22－8097（直通）
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会 場 一般相談（無料） 法律相談（無料・予約制） 会場・電話

出 雲

毎週　月・水・金
　　13：00～ 16：00
(最終受付時間　15：30)

祝日は休み

毎週木曜日
13：30～ 15：30

（ひとり30分、祝日は休み）
※事前に一般相談で相談が必要

出雲市
社会福祉センター

☎23−3790

平 田

11月13日
12月11日

　　13：00～ 16：00
（最終受付時間　15：30）

平田福祉館
☎63−4624

斐 川

11月５日
12月３日

　　13：00～ 16：00
（最終受付時間　15：30）

出雲市
社会福祉協議会
斐川支所

☎73−9330

名　　　　称 募 集 期 間

東 日 本 大 震 災 義 援 金（これまでの送金額	49,145,968円） 令和２年３月31日まで

平成28年	熊本地震災害義援金（これまでの送金額	 3,764,439円） 令和２年３月31日まで

平成29年	7月5日からの大雨災害義援金（これまでの送金額	 751,882円） 令和２年３月31日まで

平成30年	７月豪雨災害義援金（これまでの送金額	 2,049,919円） 令和２年６月30日まで

平成30年	北海道胆振東部地震災害義援金 （これまでの送金額	 111,825円） 令和２年３月31日まで

令和元年	８月豪雨災害義援金（これまでの送金額	 10,000円） 令和２年２月28日まで

令和元年	台風第15号千葉県災害義援金（これまでの送金額	 0円） 令和元年12月30日まで

いずも権利擁護センター・高齢者あんしん支援センター・各支所でも、随時職員が相談に応じています。(連絡先は10ページに掲載)

仕事のこと、生活のことなどの困りごとについて、
ともに考え、支援します。まずはご相談ください。 生活支援・相談センター　TEL ２３－３７９０

◎一般相談では、家庭や日常生活での困りごと、悩みごとなどに
相談員が応じます。

◎法律相談では、法律的な問題について弁護士が助言します。
◎相談内容について秘密は固く守ります。

災害で被災された方への支援について 問合せ先／日本赤十字社島根県支部出雲市地区
（事務局　出雲市社会福祉協議会	本所・各支所）

あたたかいご支援
ありがとうございます。

社会福祉法人清水基金 助成車両整備について

問合せ先／ 企画課 ☎２３－３７８１

●日　　時　 12月８日（日）　開場11：30　開演12：30
●会　　場　 出雲市民会館　大ホール
●入 場 料　 11月１日（金）から発売（全席自由）　◆前売券1,500円　◆当日券1,700円
●販売場所　 出雲市社会福祉協議会  本所・各支所、山陰中央新報社出雲総局
　　　　　　 出雲市役所福祉推進課・各支所福祉担当課

このたび、社会福祉法人清水基金より助成を受けて、視覚に障がいがある方
への移動支援事業に使用する車両を整備しました。

収益金の一部は赤い羽根共同募金に寄附されます。

年 忘 れ 出雲市民余芸大会の開催出雲市民余芸大会の開催

相談
時間

相談
時間

相談
時間
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令和元年７月１１日～９月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

島根県年金受給者協会斐川支会
会長　板倉　威
グラウンドゴルフ大会ホール
インワン基金より寄付

＜平田＞
十六島町　樋野　健治

（　）内は故人
＜出雲＞
今市町　成相　喜康（博義）
今市町北本町　児玉　恒子（正二）
大津町　久野　數男（十三江）
大津新崎町　米澤　修（亨）
塩冶町　奥井　眞喜雄（婦次子）
塩冶町　中尾　良一（末榮）
古志町　尾原　良孝（保枝）
白枝町　福本　健二（稔）
松寄下町　佐貫　弘（幹郎）
松寄下町　櫻尾　睦男（幸子）
小山町　尾﨑	一夫（秋夫、登志子）
渡橋町　鬼村　悟（功）
渡橋町　園山　信吉（タヨ）
渡橋町　田中　稔（諫）
矢尾町　周藤　幹夫（與利子）
中野町　森山　一男（満子）
稗原町　加藤　直樹（利子）
馬木町　三島　真紀子（武田　豊）
朝山町　江角　昭信（恭一郎）

芦渡町　斎藤　優（マツヨ）
神門町　梶谷　孝葊（好郎）
西園町　石飛　晃（和一）

＜平田＞
平田町　久家　明子（太一）
平田町　橘　亮秀（由美子）
平田町　湯淺　保（幸吉）
平田町　梶谷　秀人（隆男）
平田町　森脇　常真（良子）
平田町　若槻　明子（日野　聡）
平田町　金山　実（勝子）
灘分町　多久和　忠雄（朝子）
灘分町　森脇　芳美（昭榮）
灘分町　川中　淳（孝子）
美談町　園山　博之（和正）
本庄町　松浦　清美（礼子）
本庄町　福田　健司（勇三郎）
奥宇賀町　高橋　和恵（秀子）
東郷町　光成　千枝（重美）
東福町　河原　幹夫（ミチエ）
野石谷町　原　寿男（三和子）
多久町　清水　渡（幸夫）
園　町　坂本　章（マツ子）
小境町　原田　正雄（富）
小境町　尾添　哲哉（和雄）
小津町　川瀬　良吾（直行）
十六島町　錦織　司（奈美子）
三津町　満田　祐司（富夫）
小伊津町　金築　明夫（一）
小伊津町　服部　悟（與志勇）
地合町　佐藤　進（幹）
美野町　原田　英明（文子）

美野町　竹内　啓二（真幸）

＜佐田＞
一窪田　大矢　悟（トモエ）
一窪田　佐々木　徳生（ツル子）

＜多伎＞
久　村　柳樂　照子（剛志）

＜湖陵＞
二　部　今若　学（節男）
二　部　持田　佳範（昇）
大　池　吉岡　幸廣（邦雄）
板　津　石飛　静恵（薫）
差　海　秦野　光喜（達枝）
差　海　原　真奈美（邦弘）

＜大社＞
遙　堪　松井　拓也（謙吉）
中荒木　林　裕之（猪磋夫）
北荒木　岡村　朗（葊子）
修理免　小川　博美（冬子）
修理免　正司　昇（幸子）
修理免　影山　順（末子）
修理免　山崎　誠司（カヨ）
杵築東　藤井　健（加壽子）
杵築西　松井　好夫（初子）
杵築西　佐々木　タチヱ（宗三郎）
杵築西　永田　大吉（フサ子）
杵築北　江角　修作（知子）
杵築北　松井　公子（建治）
日御碕　杉原　寛信（タカ）
日御碕　齋藤　彰（友義）

宇　龍　淺津　喜弘（育男）

＜斐川＞
荘　原　昌子　浩（厚子）
荘　原　小松原　達夫（精一）
荘　原　後藤　治生（明儀）
上庄原　伊藤　美樹（修一）
出　西　春岡　正純（恒吉）
上直江　勝浦　洋子（二瀧　悌次）
上直江　北村　康宏（和夫）
直　江　北村　稔（弘子）
美　南　内田　吉紀（悠介）
福　富　古川　勇治（愛子）
福　富　江⻆　真美（恵美）
今在家　小村　聡（靖治）
沖　洲　福間　良子（敏）
中　洲　足立　進（清次）
黒　目　福田　博之（正道）
黒　目　錦織　敏夫（フヂエ）
三分市　飯塚　祥之（英一）

＜市外＞
松江市　坂本　寿啓（元嘉）

＜出雲＞
大津町　江角　恵

８件

一 般 寄 附

物 品 寄 贈

匿 名 寄 付

香典・玉串料・お花料等返し

本　　所 出雲市社会福祉センター内１階（今市町543） 平田支所 平田福祉館内２階（平田町2112‒1）

佐田支所 出雲市役所佐田行政センター内１階（佐田町反辺1747‒6） 多伎支所 多伎地域福祉センター内（多伎町小田50）

湖陵支所 湖陵福祉センター内（湖陵町三部1352） 大社支所 出雲市役所大社行政センター内２階（大社町杵築南1397‒2）

斐川支所 出雲市社会福祉協議会斐川支所（斐川町上庄原1766‒2） ※電話番号は10ページに掲載しています。

出雲市社会福祉協議会

　皆さまからのご寄附は、
一般相談や法律相談、市内
で福祉活動を行う団体及び
各地区社会福祉協議会への
助成などに使わせていただ
いております。

●窓口での受付のほか、口座振込の受付も行っております。
　出雲市社会福祉協議会（☎0853 - 23 - 3781）までご連絡ください。

●出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、
寄附者が法人の場合には、損金算入の制度が利用できます。

●「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」との
問い合わせが時どきあります。各地区の社会福祉協議会とは地域福祉の推進においての
パートナーであり連携して事業を行っておりますが、団体としては別であるため、各地
区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

寄附受付窓口 は こちら

見 舞 返 し



ご家庭や職場で眠っている食品はありませんか？
社協では、ご寄贈いただいた食品を緊急一時的に必要と
する方などにお渡しする活動をしています。

缶詰、レトルト食品、パスタ、ふりかけ、のり、インスタント食品など

ご寄贈いただきたい食品

ご注意いただきたい点
◉賞味期限が明記されているもの　◉常温保存可能で賞味期限が３か月以上あるもの
◉未開封であるもの　　　　　　　◉破損で中身が出ていないもの

へ
「もったいない」「もったいない」

「ありがとう」「ありがとう」
から

https://www.izumoshakyo.jp/

〈窓口対応〉 平日８：３０～１７：１５

生活支援・相談センター

本　　所　〒693‒0001 出雲市今市町543

☎23－3790  FAX20－7733

出雲市社会福祉協議会連絡先

●日　時　12月3日（火）
　　　　　10：00～ 16：00
●会　場　平田福祉館３階研修室
●参加費　無料
●定　員　15名（先着順）
●内　容　ホームページに掲載しています
　　　　　　のでご確認ください。
  （ＵＲＬ：https://www.izumoshakyo.jp/）

●申込方法
11月20日（水）までに①氏名②電話番号③希
望動機を下記までご連絡ください。

たすけあい活動
勉強会のご案内

地域福祉課　☎：23-3781　FAX：20-7733　 メール  fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ、申込みは、件名に研修会・勉強会名を明記してください。

問合せ・申込先

●日　時　12月20日（金）
　　　　　13：00～15：30
●会　場　ニューウェルシティ出雲
●参加費　無料
●定　員　250名（先着順）
●内　容
　・事例発表（サロン実施団体の取組の発表）
　・体験コーナー（サロンでできるレクリエーションの紹介）
　・その他（サロンの実施状況について等）

●申込方法
12月6日（金）までに①氏名②電話番号③所属
するふれあいサロン名を下記までご連絡ください。

ふれあいサロン
研修会のご案内

誰もが楽しく集まれる
サロンづくりを一緒に
考えます。

困ったときはお互い様。ちょっとした生活の
困りごとを手助けする、たすけ
あい活動を始めるにあたっての
基礎を体験を通じて学びます。
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